
人機プラットフォームが貴社の「苦役」の課題を解決いたします

あまねく世界からフィジカルな苦役を無用とする

株式会社人機一体 Man-Machine Synergy Effectors, Inc.

JR 西日本 × 日本信号 × 人機一体で「人機プラットフォーム」を組成し、
鉄道メンテナンスの現場で活用する製品化開発を実施。

サービス・製品概要

実　　績
JR西日本イノベーションズ　土井
Tel：06-6375-8244

連絡先・担当者

連携パートナーに向けたメッセージ

人機社のプロダクトはロボットではなく、
苦役を解消する知的財産です。
下図は、人機社が保有する独自の知的財産です。

人機一体のプロダクト

人機社の知的財産を産業化する枠組が人機プラットフォームです。
① 製品を開発したいが、有望な市場が見つからない【活用企業】
②製品市場が飽和しており、販路が広がらない【開発企業】
③ 重労働や苦役があり、人が集まらない【ユーザ企業】
といった悩みを解決する、サブスクリプション型サービスです。

■ 顧客価値
　・操作技術を容易に習得可能
　・多様な作業で使用可能
　・作業の安全性向上

■ 導入効果（予定）
　・約3割の省人化
　・感電・墜落の労働災害ゼロ

■ 導入計画
　・2022年 4月～：試作機での試験を実施
　・2024 年春　　：実用化・営業線での導入を目指す

「人機プラットフォーム」とは

<人機ショベル ver.1.0>
■ 特徴
・油圧フリー完全電動化
・低騒音
・排ガスなし（酸素消費なし）
・油漏れなし
・アイドリング不要で省エネ

その他人機一体で開発中の試作機

「人機プラットフォーム」で JR西日本と開発中の鉄道用汎用高所作業ロボット「零式人機 ver.2.0 」 

架線部品の取替 架線支持物の塗装 樹木の伐採

試作機(全景)

人型重機ロボット

操縦席

鉄道工事用車両
(軌陸クレーン車)



本成果（ 零式人機 ver. 2.0 ） は福島県の地域復興実用化開発等促進事業補助金と 、南相馬市の基盤技術産業高度化支援事業補助金の支援によって得られたものです。
本成果（ 異方性弾性素材 ） は内閣府が進める「 戦略的イノベーション創造プログラム（ S I P ）第２期 / フィジカル空間デジタルデータ処理基盤 」（ 管理法人：N E D O ）における研究開発によるものです。

大出力の電動アクチュエータを緻密にコントロールする独自の " 力制御技術 "
人の力をロボットが何十倍にも増幅し、ロボットにかかる力の感覚を人が感じることができる、

まるで機械的にロボットと繋がっているかのように錯覚してしまう独自の " バイラテラル制御技術 "を搭載。
高所メンテナンス等の危険な作業において、ロボットと操作者の双方向の力のやり取りを実現し、

重量物持上や組立など様々な現場作業に応じた臨機応変な活用が期待されます。

高所重作業の「 苦役 」を解消します

汎用人型重機

ロボット本体

ロボット操縦席

空間重作業対応

零式人機 ver.2.0


